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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年4月15日(2010.4.15)

【公開番号】特開2008-178645(P2008-178645A)
【公開日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2008-031
【出願番号】特願2007-50869(P2007-50869)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３０９　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月26日(2010.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部材と、
　その操作部材の操作量に基づいて第１値を変化させる第１値変化手段とを備えた遊技機
において、
　前記第１値と異なる第２値を出力する第２値出力手段と、
　前記第１値変化手段により変化される第１値を、第２値出力手段により出力される第２
値と合成する合成手段と、
　その合成手段によって前記第１値と前記第２値とが合成された値に基づいて、発射手段
から発射される球の発射強度を制御する球強度制御手段とを備えていることを特徴とする
遊技機。
【請求項２】
　操作部材と、
　その操作部材の操作量に基づいて抵抗値を変化させる第１可変抵抗器を少なくとも有す
る第１分圧手段と、
　その第１分圧手段に直流電圧を供給し、前記第１可変抵抗器の抵抗に基づいた電圧をそ
の第１可変抵抗器に発生させる第１直流電圧供給手段とを備えた遊技機において、
　前記第１直流電圧供給手段とは異なり、直流電圧を供給する第２直流電圧供給手段と、
　その第２直流電圧供給手段により供給される直流電圧を、前記第１直流電圧供給手段に
より第１可変抵抗器に発生させた電圧と足し合わせる加算手段と、
　その加算手段から出力される出力電圧に基づいて、発射手段から発射される球の発射強
度を制御する制御手段とを備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　前記第２直流電圧供給手段から前記加算手段へ入力する直流電圧の電圧値は可変である
ことを特徴とする請求項２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記第２直流電圧供給手段は、
　抵抗値を調整可能な第２可変抵抗器を少なくとも有する第２分圧手段と、
　その第２分圧手段に直流電圧を供給し、前記第２可変抵抗器の抵抗に基づいた電圧をそ
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の第２可変抵抗器に発生させる電源手段とを備え、
　前記第２可変抵抗器に発生した直流電圧を前記加算手段に入力することを特徴とする請
求項２または３に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５６１】
　以下に、本発明の遊技機に加えて、上述した実施形態に含まれる各種発明の概念を示す
。
　操作部材と、その操作部材の操作量に基づいて第１値を変化させる第１値変化手段とを
備えた遊技機において、前記第１値と異なる第２値を出力する第２値出力手段と、前記第
１値変化手段により変化される第１値を、第２値出力手段により出力される第２値と合成
する合成手段と、その合成手段によって前記第１値と前記第２値とが合成された値に基づ
いて、発射手段から発射される球の発射強度を制御する球強度制御手段とを備えているこ
とを特徴とする遊技機１。第１変化手段は、操作部材の操作量に基づいて第１値を変化さ
せる。この操作部材の操作量により変化する第１値と、第２値出力手段から出力される第
２値を合成手段に入力すると、合成手段は、第１値と第２値とを合成する。合成手段によ
って第１値と第２値とが合成された値に基づいて、球強度制御手段は、発射手段から発射
される球の発射強度を制御する。よって、球の発射強度を、操作部材の操作量により変化
する第１値に加え、第２値出力手段から出力される第２値によっても調整することができ
る。
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